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、
、
各
支
部
関
係
資
料
（
部
落
解
放
研
究
所
所
蔵
）

Ⅲ
、
新
聞
記
事
切
り
抜
き
（
部
落
解
放
研
究
所
所
蔵
）

②
過
去
の
業
績

戦
後
・
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
に
言
及
し
た
文
献
・
論
文
も
決

し
て
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
部
落
史
・
解
放
運
動
史
に
か
ぎ
ら

ず
戦
後
史
の
研
究
全
般
が
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
前
ま
で
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
戦
後
の
諸
事
件
を
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
、
あ
る
意

味
で
突
き
放
し
て
総
括
す
る
の
は
ま
だ
難
し
い
段
階
に
あ
る
よ
う

に
思
う
。

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

歴
史
研
究
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
括
す
る
も
の
の
政
治

的
・
党
派
的
な
立
場
は
明
確
に
あ
る
し
、
政
治
的
・
党
派
的
立
場

一
般
が
歴
史
研
究
に
有
害
で
あ
る
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
政
治

性
・
党
派
性
が
な
い
人
間
な
ど
、
ど
こ
に
も
い
な
い
。
な
い
と
い

う
こ
と
白
体
が
一
つ
の
政
治
的
・
党
派
的
な
立
場
な
の
で
あ
り
、

問
題
は
ど
の
様
な
政
治
性
・
党
派
性
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

特
に
、
戦
後
史
と
い
う
、
限
り
な
く
今
曰
に
接
す
る
歴
史
を
扱
う

場
合
、
問
題
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
歴
史
の
総
括
が
ど
れ
だ
け
普

遍
的
な
意
義
を
有
す
る
か
に
よ
っ
て
問
う
し
か
な
い
よ
う
に
思

ア
フ
。

１
、
大
阪
市
同
和
問
題
研
究
室
編
『
大
阪
市
同
和
事
業
史
』

二
九
八
七
年
）

Ⅲ
、
大
阪
社
会
運
動
協
会
編
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
」

３
〈
戦
後
編
三
一
九
八
八
年
、
該
当
部
分
執
筆
は
安
保
則
夫
）

４
〈
高
度
経
済
成
長
期
〉
二
九
九
二
年
、
同
前
）

ｕ
、
部
落
解
放
研
究
所
編
「
部
落
解
放
史
」
下
巻
（
一
九
八
八
年
）

囮
、
「
新
修
大
阪
市
史
』
第
八
巻
（
一
九
九
三
年
）

③
各
地
域
の
部
落
史

歴
史
研
究
の
う
え
で
地
域
の
部
落
史
に
対
す
る
評
価
は
、
一
部

の
研
究
者
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
高
く
、
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い

向
き
が
あ
る
。
確
か
に
、
い
わ
ゆ
る
研
究
論
文
で
は
な
い
か
ら
、

そ
れ
と
は
ま
と
め
る
目
的
も
議
論
の
抽
象
の
度
合
い
も
違
い
、
記

述
の
中
心
は
歴
史
的
事
実
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
的
事

実
の
記
述
そ
の
も
の
が
不
明
確
な
こ
と
も
あ
ろ
う
。
一
つ
ひ
と
つ

の
事
実
を
史
料
に
即
し
て
点
検
し
よ
う
と
し
て
も
、
出
典
を
明
記

し
て
い
な
い
た
め
に
対
照
し
よ
う
が
な
い
と
か
、
不
便
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
す
べ
て
目
的
の
違
い
で
あ
っ
て
、
研
究
論
文

と
同
じ
物
差
し
で
優
劣
を
述
べ
て
も
、
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と

の
よ
う
に
思
う
。
む
し
ろ
、
聞
き
取
り
そ
の
も
の
が
一
つ
の
歴
史

資
料
で
あ
る
よ
う
に
、
地
域
で
の
部
落
史
の
成
果
も
歴
史
資
料
の

一
つ
の
形
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
あ
る
時
期
、
あ

る
社
会
情
勢
の
も
と
で
、
自
ら
の
部
落
の
歴
史
、
解
放
運
動
の
歴

史
を
ど
う
理
解
し
認
識
し
て
い
た
の
か
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま

た
と
な
い
資
料
と
な
る
。

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
部
落
史
の
本
を
読
ん
で
い
く

と
、
そ
こ
に
は
、
ま
さ
に
地
域
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
そ
し
て
決

し
て
狭
く
部
落
解
放
運
動
の
動
き
だ
け
を
拾
う
の
で
は
な
く
、
差

別
を
な
く
そ
う
と
必
死
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
多
く
の
個
人
の

努
力
や
多
様
な
組
織
・
団
体
の
取
り
組
み
が
、
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
る
。
今
回
い
つ
く
か
の
地
域
の
部
落
史
を
読
み
直
し
て
み

て
、
あ
ら
た
め
て
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
。

戦
後
の
部
落
史
・
解
放
運
動
史
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
と
り

あ
え
ず
以
下
の
七
冊
を
当
面
の
検
討
の
対
象
と
し
た
。

１
、
『
西
郡
部
落
解
放
運
動
史
』
（
一
九
七
三
年
）

２
、
『
矢
田
・
戦
後
部
落
解
放
運
動
史
Ｉ
』
二
九
八
○
年
）

３
、
『
あ
あ
解
放
の
旗
高
く
」
（
一
九
八
三
年
、
加
島
）

４
、
『
吾
等
の
叫
び
」
（
一
九
八
三
年
、
和
泉
）

５
、
『
今
、
翔
く
と
き
』
二
九
八
八
年
、
寝
屋
川
）

６
、
『
高
槻
の
部
落
史
』
二
九
八
九
年
）

７
、
『
焼
土
の
中
か
ら
』
二
九
九
三
年
、
西
成
）

④
聞
き
取
り

関
係
者
の
聞
き
取
り
も
多
数
に
の
ぼ
る
。
お
そ
ら
く
、
各
地
域

（
一
九
六
八
年
）
↓
復
刻
版
二
九
七
九
年
）

２
、
盛
田
嘉
徳
「
戦
後
大
阪
の
解
放
運
動
史
」

（
『
部
落
解
放
』
三
四
号
、
一
九
七
二
年
）

３
、
中
西
義
雄
「
大
阪
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動
」

（
『
歴
史
評
論
』
一
一
三
一
号
、
一
九
七
二
年
）

４
、
山
田
政
信
「
大
阪
に
お
け
る
戦
後
部
落
解
放
運
動
史
」

二
部
落
問
題
研
究
」
四
一
輯
、
一
九
七
四
年
）

５
、
上
田
卓
三
編
「
部
落
は
闘
っ
て
い
る
」

（
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）

６
、
「
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
史
』
（
妬
周
年
記
念
誌
）

二
九
七
七
年
）

７
、
『
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
史
』
（
仙
周
年
記
念
誌
）

二
九
九
一
年
）

８
、
渡
辺
俊
雄
「
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
史
と
大
阪
の
部

落
解
放
運
動
」
（
「
部
落
解
放
研
究
」
二
号
、
一
九
七
七
年
）

９
、
部
落
問
題
研
究
所
編
『
戦
後
部
落
解
放
運
動
の
研
究
」

二
九
七
九
年
）

、
、
師
岡
佑
行
「
戦
後
部
落
解
放
論
争
史
」
全
五
巻

二
九
八
○
年
～
）

、
、
渡
辺
俊
雄
「
戦
後
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
」
（
村
越
末
男
ほ
か

編
『
同
和
教
育
風
土
記
』
２
、
明
治
図
書
、
一
九
八
五
年
）

、
、
部
落
解
放
研
究
所
編
『
大
阪
の
同
和
教
育
史
』
（
付
・
年
表
）
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で
取
り
組
ま
れ
、
し
か
も
ま
だ
活
字
に
な
っ
て
い
な
い
分
は
相
当

の
量
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
挙
に
公
表
で
き
な
く
と
も
、
各
地
域
の

こ
う
し
た
聞
き
取
り
テ
ー
プ
を
、
ど
こ
か
で
一
堂
に
保
管
し
、
将

来
の
部
落
史
研
究
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。

１
、
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
「
連
載
／
こ
の
人
に
聞
く
」

２
、
寺
本
知
『
大
阪
の
解
放
運
動
史
（
上
）
』
二
九
七
八
年
）

３
、
向
井
正
一
大
阪
の
解
放
運
動
史
（
下
）
」
二
九
七
八
年
）

４
、
向
井
た
だ
し
「
ひ
た
む
き
に
生
き
て
・
私
の
部
落
解
放
運
動

史
」

（
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ッ
』
三
七
～
四
八
号
、
一
九
九
一
～
一
一
年
）

①
幅
広
く
部
落
解
放
の
取
り
組
み
を
視
野
に

第
一
に
、
い
わ
ゆ
る
部
落
解
放
運
動
と
い
う
の
は
、
幅
広
い
部

落
解
放
の
取
り
組
み
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
部
分
だ
と
い
う
点
で

以
上
の
様
な
関
係
資
料
・
過
去
の
業
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
新
た

に
戦
後
・
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
史
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、

と
り
あ
え
ず
次
の
三
点
を
新
し
い
総
括
の
枠
組
み
と
し
て
提
起
し

た
い
。第
三
に
、
そ
の
場
合
の
部
落
解
放
運
動
と
は
、
必
ず
し
も
部
落

解
放
同
盟
の
活
動
だ
け
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
地
域
に
密
着

し
て
見
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
。
大
阪
で

い
え
ば
同
和
事
業
促
進
協
議
会
の
活
動
は
地
域
の
運
動
と
し
て
無

視
で
き
な
い
し
、
実
は
解
放
運
動
と
銘
打
た
な
く
て
も
事
実
上
そ

れ
に
代
る
べ
き
役
割
を
他
の
組
織
が
担
っ
て
き
た
場
合
も
あ
る
。

解
放
同
盟
だ
け
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
っ
て
、
他
の
運
動
は
せ
い
ぜ

い
あ
る
べ
き
姿
に
至
る
過
渡
的
な
運
動
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え

る
必
要
は
な
い
。
そ
う
し
た
運
動
も
含
め
て
部
落
解
放
運
動
の
姿

と
し
て
全
体
を
総
括
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

現
実
の
運
動
で
は
、
全
国
自
由
同
和
会
を
含
む
「
同
現
連
」
と

い
う
組
織
さ
え
で
き
、
限
ら
れ
た
課
題
な
が
ら
共
同
行
動
が
取
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
戦
前
の
運
動
史
の
総
括
は
、
す
で
に
水
平
社
だ

け
で
は
な
く
部
落
改
善
運
動
や
融
和
運
動
を
、
そ
し
て
水
平
社
の

内
部
で
も
様
々
な
潮
流
を
再
評
価
す
る
方
向
に
動
き
出
し
て
い

る
。
戦
後
の
運
動
の
総
括
も
、
そ
う
し
た
方
向
へ
向
う
だ
ろ
う
。

動
の
あ
り
方
が
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
幅
広
く
視
野
を
広

げ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
部
落
解
放
運
動
を
多
く
の
要
因
の
う
ち
の
、

単
な
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
全
体
の
歴
史
の

評
価
を
誤
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

③
地
域
に
お
け
る
多
様
な
取
り
組
み

一
一
、
新
し
い
枠
組
み

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
部
落
解
放
の
歩
み
を
全
体
と
し
て
総
括
す
る

に
は
、
部
落
解
放
運
動
の
み
な
ら
ず
、
行
政
や
教
育
、
宗
教
者
、

企
業
、
市
民
団
体
、
個
人
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
視
野
を
意
識
的

に
広
げ
て
総
括
の
枠
組
み
に
加
え
、
そ
の
重
要
な
部
分
と
し
て
部

落
解
放
運
動
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

従
来
は
拙
稿
を
含
め
て
、
部
落
史
と
い
え
ば
解
放
運
動
史
で
あ

り
、
運
動
史
と
は
解
放
同
盟
史
と
い
う
枠
組
み
で
考
え
る
こ
と
が

多
か
っ
た
し
、
そ
う
し
た
批
判
も
受
け
て
き
た
。
歴
史
の
な
か
で

も
も
っ
と
も
知
り
た
い
と
思
う
解
放
運
動
の
歴
史
に
強
い
関
心
が

向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
曰
で
は
差
別
撤
廃
の
取
り
組
み
そ
の
も
の
も
が
ま
す

ま
す
幅
広
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
歴
史
的
な
総
括
に
お
い

て
も
当
然
そ
う
し
た
現
実
を
反
映
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

②
そ
の
原
動
力
は
部
落
解
放
運
動

第
二
に
、
幅
広
く
部
落
解
放
の
取
り
組
み
を
視
野
に
入
れ
る
と

し
て
も
、
や
は
り
そ
の
中
で
の
基
本
的
な
原
動
力
は
、
部
落
解
放

運
動
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
と
は
、
あ
る
時
代
や

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
解
放
運
動
よ
り
も
い
わ
ば
外
部
の
、
た
と

え
ば
行
政
や
教
師
か
ら
の
働
き
か
け
の
ほ
う
が
部
落
差
別
を
撤
廃

す
る
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
現
実
に
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
も
含
め
て
、
や
は
り
解
放
運

ち
な
み
に
、
戦
後
の
解
放
運
動
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、

従
来
拙
稿
「
戦
後
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
」
で
は
次
の
よ
う
に
し

て
い
た
。
こ
れ
は
、
部
落
解
放
同
盟
の
節
目
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
。

〈
１
〉
’
九
四
五
～
五
一
年
／
未
確
立

（
青
年
同
盟
）

〈
２
〉
一
九
五
一
～
五
七
年
／
府
同
促
協
（
第
１
回
大
会
）

〈
３
〉
一
九
五
七
～
六
五
年
／
大
衆
化
路
線
（
第
６
回
大
会
）

〈
４
〉
一
九
六
五
～
七
二
年
／
答
申
完
全
実
施
（
第
咀
回
大
会
）

〈
５
〉
’
九
七
一
一
～
八
三
年
／
質
的
強
化
（
第
加
回
大
会
）

〈
６
〉
’
九
八
三
年
～
／
運
動
と
事
業
の
分
離

（
第
刈
回
大
会
）

部
落
解
放
運
動
、
な
か
で
も
解
放
同
盟
の
発
展
を
主
眼
に
運
動

の
歩
み
を
説
明
す
る
と
い
う
、
そ
れ
な
り
の
合
理
性
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
部
落
解
放
の
歩

み
を
よ
り
幅
広
く
と
ら
え
な
お
す
と
す
れ
ば
、
実
際
に
は
あ
ま
り

大
き
な
違
い
が
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
下
の
様
な
時
期

区
分
も
可
能
と
な
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
す
で
に
『
部
落
解
放
史
』
下
巻
で
全
曰
本
同

和
会
・
全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
・
全
国
自
由
同
和
会
に
ま
で

ふ
れ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

④
時
期
区
分
に
つ
い
て
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5６ 

①
全
水
か
ら
解
放
委
員
会
（
青
年
同
盟
）
へ

初
期
に
大
阪
で
解
放
委
員
会
（
青
年
同
盟
）
が
組
織
さ
れ
た
地

域
は
、
戦
前
の
水
平
社
と
必
ず
し
も
す
べ
て
連
続
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
［
表
１
］
の
通
り
、
戦
前
に
大
阪
で
水
平
社
が
組
織
さ

れ
た
地
域
は
全
部
で
一
一
七
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
戦
後
初
期
に
大
阪

の
解
放
運
動
を
に
な
っ
た
部
落
解
放
大
阪
青
年
同
盟
の
支
部
が
で

き
た
の
は
、
一
○
地
域
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
青
年
同

盟
の
支
部
な
い
し
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
地
域
は
、
全
部
で
一
六

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
で
戦
後
の
大
阪
の
運
動
を
総
括
す
る

と
、
次
の
様
な
新
し
い
問
題
が
見
え
て
く
る
。
以
下
の
順
番
は
、

必
ず
し
も
重
要
性
、
論
理
的
な
展
開
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
ラ
ン
ダ
ム
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
精
粗
が

あ
る
の
は
、
筆
者
の
考
え
が
ま
だ
充
分
に
熟
し
て
い
な
い
証
拠
で

あ
り
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

張
す
る
こ
と
は
可
能
だ
し
、
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

は
抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
部
落
差
別
と
の
か
か
わ
り

を
か
な
り
具
体
的
に
示
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
説
得
力
を
持
つ
だ

ろ
う
。 と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
部
落
解
放
運
動
を
幅
広
い
枠
組
み
で
総

括
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
下
の
様
な
認
識
を
前
提
と
す
る
こ
と

に
な
る
。

第
一
に
は
、
部
落
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
様
々
な
内
容
、
様
々

な
形
態
に
よ
る
、
様
々
な
場
面
で
の
取
り
組
み
が
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
が
部
落
問
題
の
解
決
と
い
う
大
き
な
目
標
に
反
す
る
の
で
な

け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
認
め
あ
う
こ
と
。
い
わ
ば
部
落
解
放

の
道
に
つ
い
て
単
線
で
は
な
く
、
複
数
主
義
の
立
場
を
と
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

私
自
身
は
、
部
落
問
題
の
解
決
は
（
反
独
占
の
）
民
主
主
義
の

〈
１
〉
一
九
四
五
～
五
一
年
／
松
本
追
放
反
対
闘
争

〈
２
〉
一
九
五
一
～
五
八
年
／
府
同
促
協

〈
３
〉
一
九
五
八
～
六
五
年
／
国
策
樹
立
の
運
動

〈
４
〉
一
九
六
五
～
七
五
年
／
答
申
完
全
実
施

〈
５
〉
一
九
七
五
～
八
五
年
／
中
央
共
闘
会
議

〈
６
〉
’
九
八
五
年
～
／
基
本
法
制
定
要
求
実
行
委
員
会

な
お
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
に
か
か
わ

る
時
期
区
分
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
部
落
史
全
体
の
時
期
区
分
と
し

て
は
さ
ら
に
総
合
的
な
論
議
を
待
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

四
、
戦
後
の
運
動
史
で
の
検
証

一
一
一
、
そ
の
意
味
す
る
こ
と

Ｉ を
数
え
る
。

戦
後
の
解
放
同
盟
の
支
部
数
が
戦
前
の
水
平
社
の
数
を
越
え
た

の
は
一
九
六
五
年
当
時
（
大
阪
府
連
の
第
一
一
一
一
回
大
会
、
一
一
九
支

部
）
だ
が
、
こ
の
な
か
で
か
っ
て
水
平
社
が
あ
っ
た
地
域
は
一
六

支
部
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
七
五
年
の
第
一
三
回
大
会
を
も
っ

て
今
曰
の
四
七
支
部
体
制
が
で
き
あ
が
る
が
、
こ
の
う
ち
か
っ
て

水
平
社
の
組
織
さ
れ
た
地
域
は
半
数
弱
の
一
三
支
部
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
水
平
社
の
あ
っ
た
地
域
の
う
ち
五
地
域
に
は
今
に

至
る
ま
で
解
放
同
盟
の
支
部
は
で
き
て
い
な
い
し
、
逆
に
今
曰
の

四
七
支
部
の
う
ち
一
一
五
地
域
は
水
平
社
が
な
か
っ
た
地
域
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

水
平
社
が
組
織
さ
れ
て
い
た
二
七
地
域
に
つ
い
て
、
戦
後
に
青

年
同
盟
・
解
放
同
盟
の
支
部
に
ど
れ
だ
け
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

か
を
大
阪
市
内
・
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
別
に
示
す
と
、
次

の
様
に
な
る
。

〈
地
域
別
の
水
平
社
数
と
青
年
同
盟
・
解
放
同
盟
の
支
部
数
〉

合
計
市
内
摂
津
河
内
和
泉

大
阪
の
部
落
数

町
囮
Ⅲ
皿
９

水
平
社
の
組
織
さ
れ
た
地
域
数
〃
皿
７
６
２

そ
の
う
ち

青
年
同
盟
二
九
四
六
年
）
Ⅲ
１
２
５
２

解
放
同
盟
二
九
五
九
年
）
９
３
２
３
１

課
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
同
時
に
人
類
的
な
課
題
で

あ
っ
て
階
級
の
課
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。
従
っ
て
部
落
問
題
の

解
決
に
は
超
党
派
的
な
取
り
組
み
が
可
能
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

幅
広
く
多
様
な
形
で
の
、
ま
さ
に
草
の
根
の
取
り
組
み
が
沸
き
起

こ
っ
て
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

第
二
に
は
、
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
部
落
解
放
運
動
の
多
様
性

を
、
た
ん
に
歴
史
的
事
実
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
に
お

い
て
も
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
運
動
を
各

自
が
支
持
・
評
価
す
る
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
秋
定
嘉
和
氏
は
、
大
き
く
Ａ
Ⅱ
自
覚
的
解
放

の
立
場
と
Ｂ
Ⅱ
丑
松
的
解
放
の
立
場
と
い
う
よ
う
に
整
理
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。
私
と
し
て
も
大
き
く
一
一
つ
の
道
が
あ
る
と
す
る

点
に
異
存
は
な
い
。
た
だ
し
Ｂ
の
道
は
Ａ
の
努
力
な
し
に
は
不
可

能
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
被
差
別
部
落
の

主
体
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
私
の
立
場
で
い
え
ば
部

落
解
放
同
盟
の
力
量
が
も
っ
と
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
は
、
解
放
運
動
じ
た
い
の
内
部
に
お
け
る
意
見
の
多
様

性
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
部
落
解
放
運
動
は
部
落
の
完
全
解
放

を
共
通
の
課
題
と
す
る
大
衆
運
動
で
あ
り
、
た
と
え
ば
内
部
に

様
々
な
政
治
的
意
見
が
あ
る
こ
と
は
大
前
提
で
あ
る
。
そ
う
し
た

多
様
な
意
見
を
踏
ま
え
、
議
論
を
闘
わ
せ
な
が
ら
、
具
体
的
な
政

治
的
課
題
に
つ
い
て
組
織
と
し
て
の
一
定
の
政
治
的
な
立
場
を
主
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特
徴
的
な
の
は
大
阪
市
内
の
場
合
で
、
戦
前
に
は
水
平
社
が
一

○
の
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
青
年
同
盟
の
支
部
は
一
地
域

に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
空
襲
な
ど
の
被
害
が
集
中
し

て
い
た
こ
と
、
後
に
は
都
市
化
の
波
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
と
し

て
の
帰
属
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
青
年
同
盟
の
中
心
的
な
活
動
家
は
、
戦
前
の
水
平
運
動

の
第
二
世
代
が
担
っ
て
い
る
。
松
田
喜
一
な
ど
第
一
世
代
は
青
年

同
盟
の
参
与
と
し
て
か
か
わ
り
、
後
に
大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協

議
会
が
組
織
さ
れ
る
と
そ
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
く
。

ま
た
双
方
の
活
動
家
と
も
に
、
戦
時
中
に
行
政
の
中
で
同
和
事
業

を
担
当
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
多
い
。
京
都
で
も
同
様
な
事
情
が

あ
る
よ
う
で
、
『
京
都
の
部
落
史
」
（
第
二
巻
）
で
は
戦
後
初
期
の

運
動
を
「
行
政
と
の
未
分
化
」
と
総
括
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

必
ず
し
も
否
定
的
に
評
価
す
る
必
要
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
水
平
社
の
伝
統
を
過
小
に
評
価
す
る
の
も
誤
り
で
あ

ろ
う
。
［
表
１
］
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
○
年
代
か
ら

六
○
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
大
阪
府
連
が
ほ
と
ん
ど
組
織
的
な

ま
と
ま
り
を
持
ち
え
な
か
っ
た
時
代
に
運
動
を
に
な
っ
て
き
た
の

解
放
同
盟
（
一
九
六
五
年
）

解
放
同
盟
二
九
七
五
年
）

[表１］水平社と部落解放同盟の支部数の推移

支部数そのうち水平社の備考／影響下

（増減）あった地域・なかった地域にある地域

－［水平社］ 2７ 2７ 

1945 

1946青年同盟 1６ 1０ ６ 

2２１６ 1947 

1948 

1949 
９７ 

1950 

1951 

６３ 第１回大会1952 

府同促請願書 [43］ 〃

第２回大会1953 
５４ 

第３回大会1954 

第４回大会 1(-16+1）１(-10+1）Ｏ(－６）（＋９） 1955 

２２ (第５回大会）1956 

1957第６回大会 (＋２） ３ ３ ０ 

1958府同促請願書［37］

1959第７回大会 (＋１） 1４ ９ ５ 住
や
は
り
戦
前
に
水
平
運
動
を
経
験
し
た
地
域
で
あ
っ
た
の
も

事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
地
域
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
解
放
運
動
が
必
ず
し

も
水
平
運
動
の
歴
史
と
伝
統
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
う
し
た
地
域
で
は
む
し
ろ
部
落
改
善
事
業
や
融
和
運
動
と
の
継

承
性
を
考
慮
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
泉
南

地
域
に
お
い
て
は
戦
前
に
水
平
社
が
組
織
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
を
代
位
す
る
か
の
よ
う
に
か
な
り
活
発
に
融
和
運
動
が
組
織
さ

れ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
・
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
は
、
戦
前

の
水
平
運
動
の
伝
統
を
引
継
ぐ
面
と
断
絶
し
て
い
る
面
の
、
二
つ

の
側
面
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
様
に
、
戦
前
と
戦
後
の
関
係

は
、
実
は
複
雑
で
あ
る
。

②
地
域
で
の
様
々
な
組
織

と
こ
ろ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会
あ

る
い
は
部
落
解
放
同
盟
の
支
部
が
組
織
さ
れ
る
ま
で
に
、
様
々
な

組
織
が
活
動
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
靴
商
工
組
合
・
経
済
更
生
会

（
西
成
）
、
地
区
協
議
会
・
町
会
（
加
島
）
、
矢
田
村
富
田
青
年
会
・

母
の
会
（
矢
田
）
、
向
上
青
年
団
・
民
主
診
療
所
（
高
槻
富
田
）
、

水
本
文
化
研
究
会
（
寝
屋
川
）
、
聖
文
化
連
盟
（
和
泉
）
な
ど
で
あ

る
。
こ
う
し
た
様
々
な
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
地
域
の
部
落
史

1960第８回大会 7(－８＋l）７(－３＋1）Ｏ(－５）（＋４） 

1961第９回大会 (＋６） ８ ７ １ 

1962第10回大会 (＋14） 1６ 1２ ４ 

1963第１１回大会 2４ 

Ｉ 
1５ ９ 

1964第１２回大会 2６ 1６ 10 

1965第13回大会 2９ 1６ 1３ 

1966第14回大会 3１ 1７ 1４ 

1967第15回大会 35(－４+8）１８(－１＋2）１７(－３+6） 

1968第16回大会 3２ 1７ 1５ 

1969第17回大会 39(－１＋8）１９(－１＋3）２０(＋5） 

1970第18回大会 4２ 2１ 2１ 

1971第19回大会 4４ 2２ 2２ 

1972第20回大会 4６ 2２ 2４ 

第２１回大会1973 

1974 

第２２回大会1975 4７ 2２ 2５ 

(出典）部落解放同盟大阪府連の各大会議案書（または決定集）から作成。
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［表２］戦後・大阪における差別事件の件数（１）

6０ 

に
お
い
て
か
な
り
丹
念
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
組
織
の

な
か
に
は
後
に
解
放
運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
が
あ
る
。

ま
た
一
九
五
一
年
当
時
に
西
成
の
生
業
資
金
融
資
要
求
の
運
動

で
実
現
し
た
大
阪
市
の
制
度
が
五
八
年
以
降
に
矢
田
の
運
動
で
生

か
さ
れ
た
よ
う
に
、
行
政
の
施
策
・
制
度
も
時
間
が
経
っ
て
か
ら

運
動
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
組
織
や
行
政
施

策
に
つ
い
て
の
歴
史
的
評
価
は
、
一
定
の
期
間
の
経
過
を
経
な
け

れ
ば
実
は
難
し
い
面
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
前
述
し
た
組
織
以
外
に
も
、
後
に
運
動
に
継
承
さ
れ

な
か
っ
た
組
織
が
あ
る
は
ず
で
、
な
ぜ
そ
う
し
た
差
が
出
て
き
た

の
か
、
例
え
ば
青
年
・
教
師
の
自
覚
的
な
運
動
の
有
無
と
い
っ
た

要
素
も
、
総
括
の
一
つ
の
視
点
で
あ
る
。

③
解
放
同
盟
と
し
て
で
は
な
い
様
々
な
運
動

ま
た
、
戦
後
の
運
動
の
中
に
は
、
解
放
運
動
と
し
て
組
織
さ
れ

た
の
で
は
な
い
が
大
衆
的
に
盛
り
上
が
っ
た
様
々
な
運
動
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
一
九
四
○
年
代
後
半
の
露
天
商
禁
止
反
対
闘
争
は

必
ず
し
も
解
放
委
員
会
が
組
織
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
露
天
商

の
半
分
は
部
落
民
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
五
六

～
五
七
年
の
金
属
屑
営
業
条
例
反
対
闘
争
に
参
加
し
た
地
域
の
う

ち
解
放
同
盟
の
支
部
が
あ
っ
た
の
は
堺
く
ら
い
で
、
あ
と
の
寝
屋

川
・
矢
田
・
浅
香
・
大
東
に
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
大
衆
的

大阪全国（％）大阪
一

３９８ 

国

川
－
３
２
７
１
２
７
６
８
８
２
７

全

(％） 
－ 

１４．９ 

計
一
僻
僻
孵
僻
僻
孵
孵
孵
辨
辨
孵
榊
孵
辨
辨
鵬

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

－
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
 

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
 

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
 

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

２
３
８
１
６
８
８
４
６
８
４
１
２
６
０
１
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

６
８
７
７
４
３
７
２
７
６
０
８
９
６
５
６
 

２
１
 

１
１
１
３
２
１
１
１
１
 

４
２
７
８
８
３
３
５
８
３
１
７
５
 

６
７
７
４
４
５
０
０
４
１
９
１
４
 

１
１
１
１
１
２
２
 

４
６
６
３
７
２
８
３
６
９
 

１
 

１
２
１
 

２
２
５
１
２
１
２
３
５
３
６
 

２
 

４
５
６
７
３
４
９
８
８
８
４
５
５
５
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
▲
●
●
 

７
９
５
２
４
６
２
４
８
６
７
８
８
４
 

１
 

１
 

８
１
７
０
５
４
 

５
６
４
３
１
１
 

４
１
９
４
６
 

４
８
５
９
６
 

181 

100 

８７ 

５
８
３
 

(出典）『文献でみる部落差別事件年表[戦後編］1945～1976』から作成。

の
制
約
は
あ
る
が
、
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
一
一
～
三
の
年
を

除
け
ば
、
全
国
の
差
別
事
件
に
占
め
る
割
合
が
恒
常
的
に
一
割
を

越
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
六
八
年
以
降
で
あ
る
。
こ
れ
は

実
際
に
事
件
が
起
こ
っ
た
比
率
と
い
う
よ
り
は
、
全
国
の
解
放
運

動
に
お
け
る
大
阪
の
位
置
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ま
た
差
別
事
件
を
そ
の
「
主
体
」
「
状
況
」
「
行
為
」
ご
と
に
比

較
し
た
の
が
、
［
表
３
］
で
あ
る
。
全
国
に
比
べ
て
大
阪
に
特
徴
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
「
主
体
」
で
は
公
務
員
・
市
民
の
割
合
が
多
く
、

「
状
況
」
で
は
公
的
な
場
所
、
「
行
為
」
と
し
て
は
発
一
一
一
一
口
・
所
作
・

表
現
が
多
い
。

な
お
解
放
運
動
が
差
別
と
指
摘
し
取
り
上
げ
る
事
件
の
内
容
が

時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
様
な
時
代
ご
と
の

典
型
を
み
る
と
は
っ
き
り
す
る
。

〈
時
代
に
よ
る
差
別
事
件
の
典
型
〉

年
「
主
体
」
「
状
況
」
「
行
為
」

一
九
四
九
年
Ⅱ
公
務
十
公
的
十
差
別
発
一
一
一
一
口

’
九
五
二
年
Ⅱ
公
務
十
公
的
十
排
除

一
九
五
五
年
Ⅱ
公
務
十
公
的
十
異
な
っ
た
扱
い

一
九
五
七
年
Ⅱ
公
務
十
公
的
十
暴
力

一
九
六
七
年
Ⅱ
市
民
十
職
場
十
差
別
発
言

一
九
七
五
年
Ⅱ
市
民
十
公
的
十
表
現

な
闘
争
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
運
動
の
課
題
に
よ
っ
て
は
、
本
部
の
方
針
と
地
域
の
運

動
と
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
と
い
っ
た
問
題
も
当
然
存
在
す
る
。
一

九
四
九
年
以
降
の
松
本
治
一
郎
追
放
反
対
闘
争
は
解
放
委
員
会
と

し
て
は
最
大
の
運
動
課
題
で
あ
っ
た
が
、
は
た
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
は
ど
れ
だ
け
大
衆
的
な
運
動
と
し
て
組
織
さ
れ
た
か
不
明

で
あ
る
。
ま
た
五
四
年
の
硫
酸
事
件
で
は
大
阪
府
連
と
奈
良
県
連

が
共
同
闘
争
委
員
会
を
作
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
七
冊
の
地
域
の

部
落
史
の
中
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
矢
田
だ
け
だ
っ
た
。
五
九

年
以
降
の
「
関
西
研
究
用
原
子
炉
」
設
置
反
対
闘
争
で
は
府
連
と

し
て
は
反
対
の
方
針
を
出
す
が
、
地
元
の
寝
屋
川
で
は
運
動
は
必

ず
し
も
一
本
化
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
難
し
さ
が
あ
る
。

④
差
別
事
件
の
検
討

つ
ぎ
に
差
別
事
件
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
別
事
件
の
主

体
、
状
況
、
行
為
、
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
個
別
に
事
例
研

究
を
深
め
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
す
る

基
礎
的
な
作
業
を
必
要
と
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
文
献
で
み
る
部
落
差
別
事
件
年
表
［
戦
後
編
旨
に

よ
れ
ば
、
各
年
ご
と
に
大
阪
で
起
こ
っ
た
差
別
事
件
は
［
表
２
］

の
通
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
年
表
の
基
礎
と
な
っ
た
文
献
資
料
が

す
べ
て
の
差
別
事
件
を
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
資
料
上

Ｉ 
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［
表
３
］
戦
後
・
大
阪
に
お
け
る
差
別
事
件
の
件
数
（
２
）

（
１
）
「
主
体
」

フ
ー
I
云
蒋
②
宗
教
。
企
業
‘
マ
ス
コ
ミ
・
民
間
。
文
化
7
市
民
.
゜
其
他
、
不
明5
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３
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０
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０
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８
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０
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］
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６
 

（
1
0
0
）
（
3
9
.
1
）
 

[
2
,
6
8
0
］
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２
２
 

(15.7） 
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２
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ﾌ
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I
焉
彌
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冒
壼
i
i
m
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ヌ
コ
ミ
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宗
教
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５
６
 

（
2
.
1
）
 

２
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.
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６
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］
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８
）
 

[
2
,
6
8
0
］
２
４
４
 

大
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全
国
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（
3
.
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２
９
５
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1
0
0
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（
8
.
4
）
 

（
３
）
「
行
為
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フ
ー
丁
蟇
ﾗ
ｦ
ｰ
ﾖ
i
罪
薩
－
５
１
寺
面
拒
否
・
発
言
‘
所
作
フ
表
現
。
調
査
,
其
他
、
棚

２
２
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Ｏ
 

（
0
.
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３
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（
1
.
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５
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５
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６
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８
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３
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６
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］
１
８
 

（
1
0
0
）
（
4
.
5
）
 

[
2
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6
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0
］
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（
1
0
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3
.
2
）
 

大
阪
計

全
国
計

（
0
.
5
）
（
7
.
1
）
 

７
４
６
０
 

（
0
.
3
）
（
1
7
.
2
）
 

(
出
典
）
い
ず
れ
も
「
文
献
で
み
る
部
落
差
別
事
件
年
表
［
戦
後
編
］
1
9
4
5
～
1
9
7
6
』
か
ら
作
成
。
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６５戦後・大阪の部落解放運動史の総括 6４ 

さ
ら
に
大
阪
と
京
都
の
運
動
の
違
い
に
関
し
て
は
、
松
田
喜
一

と
朝
田
善
之
助
の
運
動
論
の
違
い
、
例
え
ば
同
促
協
の
評
価
の
違

い
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

［
表
４
］
は
、
戦
後
の
部
落
解
放
同
盟
の
全
国
大
会
に
お
け
る

大
阪
の
代
議
員
数
・
分
担
金
と
そ
の
全
組
織
に
占
め
る
割
合
で
あ

る
。
解
放
委
員
会
の
大
阪
府
連
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
組
織
の
形
を

成
し
て
い
な
か
っ
た
一
九
四
○
年
代
の
後
半
、
組
織
が
弱
体
で
あ

っ
た
五
○
年
代
に
お
い
て
さ
え
、
大
阪
は
全
国
の
代
議
員
数
の
六

～
九
％
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
一
九
五
四
年
か
ら
五
七
年
ま
で
の

四
年
間
続
け
て
、
そ
し
て
一
年
お
い
た
五
九
年
に
大
阪
で
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
事
実
上
、
解
放
委
員
会
に

か
わ
っ
て
府
同
促
協
が
大
阪
の
運
動
を
財
政
的
に
も
組
織
的
に
も

な
お
過
去
に
お
い
て
行
政
は
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
地

元
に
必
ず
「
自
己
負
担
」
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
は
行
政
が
自
ら

の
責
任
を
放
棄
し
、
分
裂
支
配
を
画
策
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

反
面
で
運
動
に
は
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
事
業
に
し
て
も
「
自
分
た

ち
の
力
で
実
現
し
た
」
と
す
る
意
識
を
生
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
今
後

は
自
己
負
担
を
復
活
す
る
べ
き
た
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
行

政
責
任
と
自
主
解
放
と
い
う
理
念
を
ど
う
統
一
し
て
い
く
か
は
、

今
曰
的
な
運
動
の
課
題
で
も
あ
る
。

⑦
大
阪
と
京
都
の
運
動
の
違
い

[表４］ 全国の代議員・分担金に占める大阪の割合

分担金代議員
全国大会 場所

大阪全国（％）大阪全国（％）

1945年

1946年

都
京
京
東

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｎ
週
ｕ
巧
砠
Ⅳ
阻
四
加
皿
配
泌
型
妬
妬
幻
朋
別

1947年

1948年

1949年

1950年

1951年

良
京
京
都
山

奈
東
東
京
岡

4０６００６．７１６，０００393,820４．１ 

＊松本闘争：カンパ額110万(11％)、署名50万(５％）

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
 

５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
 

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

庫
阪
阪
阪
阪
京
阪
京
都
田
都
岡
京
阪
良
都
京
京
都
都
都
阪

兵
大
大
大
大
東
大
東
京
吹
京
福
東
大
奈
京
東
東
京
京
京
大

Ｐ
■
 

8.4 8.2 15.000 178000 6０ 735 

220.000 ６．８ 100 1.035 9.7 15.000 

209 

293 

554 

12.0 

10.1 

９．０ 

５
０
０
 

２
３
５
 

８．８ 20.000 2２６０００ 

100 

100 

890 

840 

11.2 

11.9 

⑧
共
闘
（
連
帯
）
と
矛
盾

最
後
に
、
部
落
解
放
運
動
と
他
の
市
民
や
被
差
別
階
層
と
の
間

で
ど
の
様
な
共
闘
（
連
帯
）
が
あ
っ
た
の
か
も
、
解
明
す
べ
き
課

題
の
一
つ
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
今
曰
で
も
そ
う
だ
が
、
選
挙
は
き
わ
め
て
具
体
的
な

共
同
闘
争
の
形
態
で
あ
る
。
戦
後
の
初
期
、
恐
ら
く
一
九
四
七
年

当
時
、
地
方
自
治
体
の
公
職
に
占
め
る
部
落
出
身
者
の
数
に
つ
い

て
、
［
表
５
］
の
様
な
興
味
あ
る
数
字
が
上
が
っ
て
い
る
。
実
数
は

さ
ら
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
か
な
り
の

人
数
が
選
挙
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
公
職
に
選
ば
れ
て
い
た
。

公
職
に
占
め
る
部
落
出
身
者
の
割
合
を
人
口
比
率
な
ど
と
比
較
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
出
典
は
『
資
料
占
領
期
の
部
落
問

題
」
で
あ
る
。

〈
公
職
に
占
め
る
部
落
出
身
者
の
割
合
〉

大
阪

全
国
平
均

人
口
比

一
一
・
○
七
％
一
・
三
七
％

市
町
村
農
地
委
員

○
・
九
三
％
一
・
○
七
％

町
村
長

一
一
・
○
三
％
○
・
五
三
％

市
会
議
員

二
・
四
六
％
一
・
九
五
％

町
村
議
会
議
員

一
一
・
一
二
％
一
・
一
一
○
％

支
え
、
全
国
の
運
動
を
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(出典）各年『解放新聞』から作成。

戦
後
の
大
阪
の
運
動
史
を
た
ど
る

と
、
矢
田
・
寝
屋
川
・
高
槻
富
田
・

和
泉
の
よ
う
に
、
旧
町
村
が
新
市
に

合
併
（
編
入
）
さ
れ
た
後
に
住
宅
や

教
育
を
め
ぐ
る
大
衆
的
な
要
求
闘
争

が
起
き
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、

財
政
的
な
裏
付
け
が
強
ま
っ
た
こ

と
、
旧
町
村
に
お
け
る
支
配
関
係
が

崩
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
大
衆
的

な
闘
争
が
可
能
に
な
り
、
運
動
の
質

が
変
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

運
動
を
総
括
す
る
場
合
に
も
「
国
民
」

運
動
と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
り
は
、

や
や
熟
さ
な
い
感
が
な
い
で
は
な
い

が
「
市
民
」
運
動
ま
た
は
「
住
民
」

運
動
と
総
括
す
る
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
現
在
の
私

見
で
あ
る
。

⑥
行
政
闘
争
と
か
か
わ
っ
てＩ 
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成
な
ど
は
市
民
レ
ベ
ル
の
共
闘
と
し
て
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
て

き
た
。

も
ち
ろ
ん
反
面
で
は
、
相
互
に
矛
盾
・
対
立
の
側
面
が
あ
っ
た

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
一
九
五
三
年
に
淀
川
製
鋼
所
ス
ト
が
あ

っ
た
時
、
近
隣
の
部
落
は
一
方
で
ス
ト
を
支
援
し
、
他
方
で
は
ス

ト
破
り
に
動
員
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
○
年
、
解
放
教
育
読
本
『
に

ん
げ
ん
」
が
配
布
さ
れ
た
時
、
大
阪
沖
縄
県
人
会
連
合
会
は
沖
縄

と
部
落
が
同
一
視
さ
れ
る
の
を
嫌
っ
て
配
布
に
反
対
を
し
た
が
、

逆
に
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
沖
縄
県
人
会
兵
庫
県
本
部
と
は
友

好
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
一
年
に
部
落
解
放
研
究
所
が
発
行
し
た
『
部
落
解
放
を

全
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
手
に
」
の
一
部
の
記
載
が
朝
鮮
人
差
別
に

当
た
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
七
三
年
に
同
書
を
絶
版
・
回
収
に
す

る
措
置
を
取
る
と
と
も
に
、
『
部
落
解
放
』
五
二
号
に
「
自
己
批
判

と
決
意
」
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
部
落
解
放
研
究
所
が
作
成
し
て

き
た
啓
発
用
ス
ラ
イ
ド
の
う
ち
六
種
類
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一
部
が
黒
人
差
別
を
助
長
す
る
も
の
と
の
指
摘
を
一
九
九
○
年
に

受
け
、
翌
年
差
し
替
え
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
実
も
ま
た
、

ま
ぎ
れ
も
な
い
戦
後
・
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

そ
う
言
え
ば
、
’
九
四
八
年
当
時
、
泉
北
朝
鮮
小
学
校
が
泉
北

郡
八
坂
町
（
現
在
の
和
泉
市
）
に
あ
っ
た
が
、
部
落
で
は
ど
の
様

に
意
識
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
一
九
五
○
年
に
は
部
落
の

[表５］ 戦後・公職に占める部落出身者の数

（１）部落出身の町村長（抄）

合計 0.53 10.283 2４ 4６ 5５ 

町村名

（３） 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

割合町村合計

２．０３１４８ 

府県
一一一一一一

大阪

部落出身町村長
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

３ 

郡

（２） 

泉北

南河内

(注）上記のＡ、Ｂ、Ｃは原資料では町村名が記載されている。

（２）部落出身の市会議員（抄）

合計 1.95 7.452 145 2７ 6３ 217 

[町］

１０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

２ 

割合議員合計

２．４６４０６ 

員
一

議
一

》一，１１１１１３２
府県
一一一一一一

大阪

市
－
７
融
細
販
餅
加
堺
棚

（３）部落出身の町村議会議員

合計４０ 2.201 1.20183.224 1.04410.15 10.283 304 

子
ど
も
た
ち
も
通
う
信
太
村
立
小
学
校
で
、
民
族
学
級
の
閉
鎖
に

反
対
す
る
在
曰
朝
鮮
人
の
運
動
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
曰
本
側
の

資
料
で
は
朝
鮮
人
の
児
童
が
石
を
投
げ
た
と
あ
る
が
本
当
な
の

か
。
ま
た
そ
の
時
、
部
落
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
思
い
で
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
近
年
、
曰
本
人
に
対
し
て
鋭
く
問
わ
れ
て
き
た
戦
争
責

任
（
戦
後
責
任
）
を
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
は
ど
の
様
に
果
た
し

て
き
た
の
か
。

以
上
、
思
い
付
く
ま
ま
に
書
き
つ
ら
ね
た
。
逐
一
指
摘
を
し
な

か
っ
た
が
、
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
は
従
来
の
私
見
を
修
正
な
い

し
は
発
展
さ
せ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
、
こ
れ
ま

で
の
私
自
身
の
部
落
解
放
運
動
史
総
括
の
枠
組
み
を
点
検
し
、
こ

れ
か
ら
の
視
点
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
作
業
で
も
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
必
ず
し
も
熟
慮
し
た
と
は
｜
言
い
難

い
が
、
一
つ
の
問
題
提
起
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
・
大
阪
の
部
落
解
放
運
動
史
と
し
て
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
数
多
い
。

議員合計
一一一一一一一一一一－

２，９２６ 

町村合計／

~i4ijジー
部落出身議員

６２ 

２０ 

９ 

９ 

８ 

８ 

５ 

３ 

割合
一一一一色-

2.12 

郡町村数

（７）１７ 

泉南４

豊能４

三島３

北河内１

中河内２

泉北１

南河内２

割合
一一一一一一－

１１．４９ 

府県
一一一一一一

大阪

いずれもＨ･パッシン氏（もと連合国軍総司令部の民間教育情報局職員）

所蔵資料から抜粋。

(出典）

近
く
は
一
九
七
二

年
に
、
あ
る
私
立
の

保
育
園
が
公
立
（
大

阪
市
立
）
に
な
っ
た

時
、
中
国
籍
の
保
母

が
国
籍
条
項
に
よ
っ

て
解
雇
さ
れ
る
事
態

に
直
面
し
、
部
落
解

放
運
動
が
解
雇
反
対

の
運
動
に
立
上
が
っ

た
。
そ
し
て
一
九
七

四
年
の
参
議
院
・
上

田
選
挙
、
七
五
年
の

最
低
賃
金
闘
争
・
私

学
訴
訟
、
七
七
年
三

月
の
国
際
人
権
規
約

批
准
促
進
大
阪
府
民

会
議
の
結
成
、
八
三

年
の
世
界
人
権
宣
言

中
央
実
行
委
員
会
の

結
成
、
八
五
年
の
反

差
別
国
際
運
動
の
結




